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【短報】フタスジヒメテントウを島後で採集
フタスジヒメテントウ Horniolus fortunatus （Lewis, 

1896）は，長崎から得られた 1 個体を基に記載さ
れた比較的稀なテントウムシで，日本 （北海道，本
州，四国，九州），中国，韓国から記録されている 

（Jung et al., 2019）．
中野・阪本 （2018） は，愛知県においてイヌシデ

の樹幹から夜間に複数個体を採集していることを
報告し，城戸 （2014） は，本種をカナクギノキの樹
皮下から採集し，「大木の幹をはっているものを見
ることが多い」としている．また，韓国ではケヤ
キの幹から採集されたとのことである （Jung et al., 
2019）．分布については，西日本で確認されること
が多いようだが，山内 （1996） は青森県からの記録 図 1．フタスジヒメテントウと確認されたナナカマドの根際．
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を報告している．北海道の分布は “Karikatsu” （狩勝
のことか？）で採集された記録があるものの（Sasaji, 
1971），分布疑義のようである （松本ほか，2012）．

本報告では，フタスジヒメテントウが島根県隠
岐の島町のナナマカドから採集された状況を報告
する．島根県初記録ならびに隠岐諸島初記録となる．

4 exs., 島根県隠岐の島町鷲ケ峰，21. V. 2019，吉
富博之採集，愛媛大学ミュージアム・ホシザキグ
リーン財団保管．

なお，ナナカマドの根際にケアリ属の 1 種 Lasius 
sp. が蟻道を形成しており，その周辺で日中に採集
した．蟻道を崩すと中からはコナカイガラムシ科
のクリシコックス属の一種 Crisicoccus sp. がみつ
かった．

末筆ながら，カイガラムシを同定してくださっ
た田中宏卓博士にお礼申し上げる．本報告はホシ
ザキグリーン財団の共同研究の一環で行われた．
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【短報】水溜りの水面で得られた甲虫  ―水の面の何
かが甲虫を引き寄せた一例―

筆者は以前，ゲンゴロウ科の甲虫が車のボンネッ
トや林道の白い石に飛び込んだ事例を報告したこ
とがある （西田，2000）．この現象は水生甲虫が日
中に飛翔しているときに光るボンネットや大きな白
い石を水面と間違った行動ではないかと考えている．
なお，ゲンゴロウのこのような行動は，筆者だけが
たまたま目撃できたわけではない．海外の文献でも

「飛んでいるゲンゴロウは水面と間違えて車や温室
に突っ込んでしまう」と述べられていることを付け
加えておく （Preston-Mafham, 2004）．

数年前，筆者は全く逆の事例を観察した．九州山

地で 4 畳半程度の水溜りの水面に多くの陸生甲虫が
浮いているのを観察したのである．原因不明ながら，
筆者長年の甲虫採集経験の中でも稀有の観察であり，
日中に何かに引き寄せられて入水したのではないか
と思われたので，本稿にて書き留めておきたい．

2017 年 5 月 17 日午後 4 時半ころに熊本県八代市
泉町の白鳥山で採集した帰りに，標高約 1,200 m の
車道わきにある傾斜地の水溜り （図 1 と 2） にゴミ
ムシなどの水辺の甲虫を求めて立ち寄った．水溜り
は転石の多い急斜面に流れる水が道路にせき止めら
れてできたもので，面積はおよそ 10 m2，見た目の
水深は 30 ～ 40 cm と深くはなく，一角から流れ出
ているためか，全体を回るゆっくりとした楕円を描
くような水流があった．そして，水辺で虫を探し出
して間もなく水中に落ちた細い枯れ枝にマグソコガ
ネの一種がしがみついているのを見つけた．付いて
いたシカの糞とともに転がってきたのかとさして気
に留めなかったが，続けざまに見つけたのでなんで
だー？と思いながら水辺から水面に目線を変えたと
ころ，他にも虫が浮いていることに気が付いた．最
終的に 30 分程度の時間で 15 科 34 種 65 頭の甲虫目 

図 1．水溜りの遠景．

図 2．水溜りの近景．


